
お忙しい中、アンケートにご協力いただきありがとうございました。
皆さんからいただいた貴重なご意見を、今後の市政運営を活用していきたいと考えております。

～皆さんの声をお聞きしました～

①市政の重要度
■子育て、緊急時や医療について関心高く
　皆さんからの関心が高い上位５項目は、「保育や
子育て支援の充実」、「幼稚園・小中学校における
教育の充実」といった子育てに関する項目。
　また、「地域における健康づくりの機会や保健予
防、身近な医療サービス・救急医療の充実」、「消防・
救急医療体制の充実」など、緊急時や医療に関す
る項目でした。

②市政の満足度
■行政情報の提供や消防・救急医療の体制
に高評価
　満足度が高い上位５項目は「広報誌やウェブサ
イトなどの行政情報の提供」、「消防・救急医療体
制の充実」、「環境にやさしく美しいまちづくり」、

「身近な緑の保全」、「人権の尊重と平和意識の高
揚」の順となっています。
■公共交通への満足度低く
　満足度が低い５項目のうち、唯一「公共交通の充
実や交通安全対策の推進」は、「満足」と回答した人
よりも「不満」と回答した人がやや多くなりました。

③本市に対するイメージや市役所で
の手続きについての満足度
　本市が「大好き」、「好き」と回答した人は約
89％、市役所での手続きについて、職員の対応に約
88％の人が満足しているという結果になりました。
　今後も、特に満足度が低い項目や重要度が高い
項目について、皆さんのご意見を今後の市政運営
や施策に活

い

かせるよう、取り組みたいと考えます。

市民アンケート
調査結果

調査時期　令和６年２月19日～３月21日
調査方法　アンケート用紙、パソコン、ス　　　
　　　　　　マートフォン
調査対象　無作為に抽出した 1500 人

　　　　　　（市内在住の 18 歳以上の人）
有効回答　508人 ( 回収率33.9％ )

問都市魅力課（内線 184）

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

まちづくりに参加できる
機会の充実

広報誌やウェブサイトなどの
行政情報の提供

市民団体・地域コミュニティと
行政との協働によるまちづくり

結婚・妊娠・出産支援の充実

保育や子育て支援の充実

幼稚園・小中学校
における教育の充実
子どもや若者の健全な
育成のための環境づくり

生涯学習の機会や場の充実

市民文化・スポーツ活動の推進

地域における健康づくりの機会や保健予防、
身近な医療サービス・救急医療の充実　
地域における支えあいや高齢者・障がい者（児)
への支援など、誰もが暮らしやすいまちづくり

人権の尊重と平和意識の高揚

男女が共に生きやすい
環境づくりと女性の活躍の促進
多文化共生のまちづくりと

国際交流の促進

商工業の活性化

農業の活性化

自然資源や歴史資源を
活かした観光の振興

文化・スポーツ・地域主体の
イベントなど人の集まる機会の充実

防災・防犯対策の充実

消防・救急医療体制の充実

適切な規制・誘導による
計画的な土地利用の推進
道路・水道・下水道などの

都市基盤の整備
良好な住環境づくりや
空き家対策の推進

地域の実情に応じた公共交通
の充実や交通安全対策の推進
ごみの減量や省エネ化などによる、
環境にやさしく美しいまちづくり
自然・歴史環境の保全、
公園などの身近な緑の保全

未回答とても
不満

とても
満足 やや不満やや満足

市
民
参
加
と
協
働

子
育
て・教
育

健
や
か
で
心
豊
か
な
暮
ら
し

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い

安
心・安
全

3.9 3.9 

10.2 10.2 

5.3 5.3 

5.7 5.7 

7.57.5

6.36.3

4.54.5

7.17.1

7.57.5

10.210.2

6.76.7

5.95.9

4.54.5

4.54.5

4.34.3

4.74.7

3.33.3

4.5 4.5 

5.75.7

11.8 11.8 

3.73.7

8.38.3

2.82.8

3.13.1

8.7  8.7  

9.89.8

52.8 52.8 

58.5 58.5 

52.6 52.6 

45.7 45.7 

44.9 44.9 

46.9 46.9 

42.9 42.9 

46.3 46.3 

44.7 44.7 

50.6 50.6 

43.9 43.9 

53.3 53.3 

45.9 45.9 

50.0 50.0 

40.640.6

45.745.7

45.145.1

40.940.9

50.050.0

52.852.8

37.437.4

49.249.2

36.036.0

39.039.0

53.353.3

51.051.0

23.0 23.0 

15.7 15.7 

22.8 22.8 

25.0 25.0 

23.4 23.4 

21.1 21.1 

26.8 26.8 

25.6 25.6 

28.1 28.1 

24.4 24.4 

32.1 32.1 

21.9 21.9 

29.9 29.9 

23.6 23.6 

30.5 30.5 

27.0 27.0 

28.0 28.0 

31.5 31.5 

25.0 25.0 

19.3 19.3 

32.5 32.5 

23.8 23.8 

36.6 36.6 

27.6 27.6 

19.5 19.5 

20.9 20.9 

4.7 4.7 

3.0 3.0 

4.3 4.3 

4.9 4.9 

5.7 5.7 

7.1 7.1 

6.9 6.9 

7.3 7.3 

4.3 4.3 

4.5  4.5  

5.3 5.3 

2.6 2.6 

4.3 4.3 

5.1 5.1 

6.16.1

5.3 5.3 

5.9 5.9 

4.3 4.3 

3.5 3.5 

3.5 3.5 

7.9 7.9 

5.9 5.9 

8.1 8.1 

16.5 16.5 

5.1 5.1 

5.1 5.1 

15.6 15.6 

12.6 12.6 

15.0 15.0 

18.7 18.7 

18.5 18.5 

18.7 18.7 

18.9 18.9 

13.8 13.8 

15.4 15.4 

10.2 10.2 

12.0 12.0 

16.3 16.3 

15.4 15.4 

16.7 16.7 

18.5 18.5 

17.3 17.3 

17.7 17.7 

18.7 18.7 

15.7 15.7 

12.6 12.6 

18.5 18.5 

12.8 12.8 

16.5 16.5 

13.8 13.8 

13.4 13.4 

13.2 13.2 

市政全般の満足度について（単位：％）

■本市に対するイメージや市役所での手続きについての満足度

無回答大きらい
きらい

好き

大好き

無回答とても不満

やや不満

やや満足

とても満足

74.4％ 57.3％

8.1％

2.1％
1.8％

5.3％

0.6％
4.5％

15.2％

30.7％

富田林が好きですか？ 職員応対への満足度
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6
月
1
日
㈯
よ
り
、
新
庁
舎
建

設
に
伴
う
現
庁
舎
北
館
の
解
体
工

事
に
着
工
し
ま
す
。
工
事
規
制
な

ど
に
よ
り
、
国
道
１
７
０
号
線
に

面
し
た
来
庁
者
出
入
口
お
よ
び
駐

車
場
は
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、来
庁
の
際
に
は
、下

図
を
参
考
に
、
第
２
駐
車
場
方
面

の
１
階
南
館
出
入
口
ま
た
は
地
下

南
側
出
入
口
か
ら
市
役
所
に
来
庁

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　
来
庁
者
や
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん

に
は
、
ご
不
便
と
ご
迷
惑
を
お
掛

け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

新庁舎建設に伴う	 	
工事期間中の市役所への
アクセス方法について

第２駐車場からの徒歩経路

議
長
・
副
議
長
・

議
会
選
出
の
監
査
委
員
の
決
定

　
５
月
16
日
に
開
か
れ
た
第
一
回

市
議
会
臨
時
会
で
、
議
長
・
副
議

長
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
会
選
出
の
監
査
委
員

も
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

議
長

村む
ら

山や
ま　
理り

恵え

さ
ん
（
56
歳
）

住
所　
須
賀
二
丁
目
27
の
25

経
歴　
副
議
長
、
監
査
委
員
、
議

会
運
営
委

員
会
委
員

長
な
ど
を

歴
任

副
議
長

西に
し

川か
わ　
宏ひ

ろ
し

さ
ん
（
50
歳
）

住
所　
若
松
町
西
三
丁
目
１
４
４

７
の
16

経
歴　
監
査
委
員
、
予
算
決
算
常

任
委
員
会
副
委
員
長
、
議
会
運
営

委
員
会
委

員
な
ど
を

歴
任

監
査
委
員

伊い

東と
う　
寛ひ

ろ

光み
つ

さ
ん
（
43
歳
）

住
所　
藤
沢
台
一
丁
目
１
の
３
２

４
の
３
０
６

経
歴　
議
長
、
副
議
長
、
議
会
運

営
委
員
会

副
委
員
長

な
ど
を
歴

任
４市町村コミバスの愛称が	
「金剛ふるさとバス」に決定　	
　昨年末から広く愛称募集をし、最終投
票の結果、「金剛ふるさとバス」が選ば
れました。ご投票ありがとうございまし
た。
　「金剛ふるさとバス」は、金剛山を眺
める4市町村ならではのネーミングで、
特に高齢者に永く愛される“言葉の響き”
をもつ、という想いが込められています。
　皆さんに親しまれるよう、沿線の魅力
を創出し、かつ、SDGs の理念のもと、
安心して気軽に利用できる、持続可能な
公共交通をめざします。
　今後も、末永く親しまれますよう、皆
さまのご利用をお願いします。
問交通政策室（内線416）

富
田
林
市
農
業
公
園（
サ

バ
ー
フ
ァ
ー
ム
）に
つ
い
て

　
農
業
公
園
は
、
令
和
６
年
４
月

１
日
よ
り
一
旦
休
園
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
、皆
さ
ま
に
は
ご
不
便

を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、土
地
の
関
係
者
と
の

貸
借
条
件
な
ど
に
か
か
る
協
議
が

整
い
ま
し
た
の
で
、新
た
な
指
定
管

理
者
の
公
募
手
続
き
な
ど
を
進
め
、

農
業
公
園
の
早
期
再
開
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
、
今
後
の
詳
細
が
決
ま
り

次
第
、改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、何
卒
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
業
創
造
課
（
内
線
４
４
３
、

４
４
１)

６月１日㈯～

問
総
務
課（
内
線
３
３
１
、３
４
６
）
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令
和
６
年
度
個
人
住
民
税
な
ど
に

お
け
る
主
な
改
正
内
容
に
つ
い
て

市
・
府
民
税
、森
林
環
境
税
の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

　

令
和
６
年
度
の
市
民
税
・
府
民

税
、
森
林
環
境
税
（
個
人
住
民
税

等
）
の
納
税
通
知
書
を
６
月
６
日

㈭
に
発
送
し
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
の
個
人
住
民
税
等

は
令
和
５
年
中
に
所
得
が
あ
り
、令

和
６
年
１
月
１
日（
賦
課
期
日
）現

在
、市
内
に
在
住
ま
た
は
事
業
所
な

ど
を
有
す
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

お
手
元
に
同
通
知
書
が
届
い
た

際
に
は
、
内
容
を
お
確
か
め
の
上
、

各
納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

今
年
度
、
個
人
住
民
税
等
に

適
用
さ
れ
る
主
な
２
つ

①
定
額
減
税
の
実
施

　

納
税
者
お
よ
び
配
偶
者
を
含
め

た
扶
養
親
族
１
人
に
つ
き
、
所
得

割
額
か
ら
１
万
円
を
、
原
則
、
令

和
６
年
６
月
よ
り
減
税
し
ま
す
。　

　

た
だ
し
、
下
記
に
該
当
す
る
人

は
定
額
減
税
の
対
象
外
で
す
。

・
令
和
６
年
度(

令
和
５
年
中)

の

個
人
住
民
税
の
合
計
所
得
金
額
が

１
８
０
５
万
円
を
超
え
る
人

※
給
与
収
入
の
み
の
場
合
、
２
０

０
０
万
円
を
超
え
る
人
が
該
当
。

・
令
和
６
年
度
の
個
人
住
民
税
所

得
割
額
が
非
課
税
の
人

　

そ
の
他
、
定
額
減
税
に
つ
い
て

詳
し
く
は
右
上
の
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
森
林
環
境
税
（
国
税
）
の
導
入

　

平
成
31
年
３
月
に「
森
林
環
境

税
及
び
森
林
環
境
譲
与
税
に
関
す

令和 6年 令和７年

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

通常は年税額12分割した額を令和６年６月～令和７年５月までの給与より徴収

〇給与から天引きされている人

る
法
律
」が
成
立
し
、
個
人
住
民

税
の
均
等
割
額
が
課
税
さ
れ
る
人

に
、今
年
度
よ
り
森
林
環
境
税（
国

税
）が
年
額
１
０
０
０
円
課
税
さ

れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
納
め
た
税
は
、森
林

整
備
や
人
材
育
成
お
よ
び
確
保
、

森
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
に
関

す
る
普
及
啓
発
な
ど
に
活
用
さ
れ

ま
す
。

　

な
お
、「
東
日
本
大
震
災
か
ら
の

令和 6年 令和７年

６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月

減額後の税額を11分割した額を令和６年７月～令和７年５月までの給与より徴収
▼

普通徴収
今年度分の住民税額の半分を２回に分けて徴収

年金特別徴収の本徴収
今年度分の住民税額の半分を３回に分けて徴収

令和６年 令和７年

第１期：６月 第２期：８月 10月 12月 ２月

〇個人で納付されている人

普通徴収 年金特別徴収の本徴収
令和６年 令和７年

第２期：８月 10月 12月 ２月第１期：６月

▼
普通徴収第１期分から減税し、減税しきれない場合は第２期分より順次減税

年金特別徴収の仮徴収
昨年度分の住民税額の半分を３回に分けて徴収

年金特別徴収の本徴収
今年度分の住民税額から仮徴収分を除いた税額を３回に
分けて徴収

令和６年 令和７年

４月 ６月 ８月 10月 12月 ２月

〇年金からの天引きが継続されている人

年金特別徴収の仮徴収期間は減税しません
年金特別徴収の本徴収

今年度10月分から減税し、減税しきれない場合は、12月分
以降より順次減税

令和６年 令和７年

４月 ６月 ８月 12月 ２月10月

▼

通常は年税額を４回に分けて納付
令和６年 令和７年

第１期：６月 第２期：８月 第３期：10月 第４期：１月

〇今年度より年金からの天引きが開始される人

令和６年 令和７年

第２期：８月 第３期：10月 第４期：１月第１期：６月

今年度分の第１期から減税し、減税しきれない場合は第２期から順次減税

復
興
に
関
し
地
方
公
共
団
体
が
実

施
す
る
防
災
の
た
め
の
施
策
に
必

要
な
財
源
の
確
保
に
係
る
地
方
税

の
臨
時
特
例
に
関
す
る
法
律
」
の

施
行
に
よ
り
、
平
成
26
年
度
か
ら

令
和
５
年
度
ま
で
の
10
年
間
、
市

民
税
・
府
民
税
の
均
等
割
額
に
合

計
１
０
０
０
円
が
加
算
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
よ
り
廃
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

問
課
税
課（
内
線
１
１
１
、１
１
２
）

▼

※６月分は徴収しません。

定額減税の実施方法について（納付方法別）
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令
和
６
年
７
月
か
ら
、
保
護
者

が
就
労
し
て
い
な
く
て
も
、
子
ど

も
を
保
育
所
な
ど
に
預
け
ら
れ
る

同
制
度
を
試
行
実
施
し
ま
す
。

　
保
育
所
な
ど
に
預
け
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
保
護
者
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
や
、
子
ど
も
に
関
す
る
専
門

的
な
知
識
を
持
つ
保
育
士
と
相
談

す
る
機
会
が
持
て
ま
す
。ま
た
、同

世
代
の
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
過

ご
す
時
間
が
増
え
、
遊
ぶ
楽
し
さ

を
知
る
こ
と
が
で
き
、
子
ど
も
の

成
長
を
促
せ
る
良
い
機
会
に
な
り

ま
す
。

実
施
期
間　
７
月
１
日
㈪
～
令
和

７
年
３
月
31
日
㈪

保
育
時
間　
毎
週
１
回
（
決
ま
っ

た
曜
日
で
の
定
期
利
用
）、午
前
10

時
～
午
後
３
時

実
施
園　
市
立
若
葉
保
育
園
（
若

松
町
三
丁
目
２
の
20
）

対
象　
保
育
園
な
ど
に
通
っ
て
い

な
い
本
市
在
住
の
0
歳
６
カ
月
～

満
３
歳
未
満
の
子
ど
も

募
集
人
数　
１
日
当
た
り
３
人
程
度

費
用　
１
回
１
７
０
０
円（
給
食
費

込
み
）　
※
同
月
内
で
２
回
支
払
え

ば
、
当
該
月
の
そ
れ
以
降
の
利
用

料
は
無
料
。

申
し
込
み　
６
月
３
日

㈪
～
14
日
㈮
、
正
午
ま

で
に
、下
図
か
ら
申
し
込

み（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
こ
ど
も
育
成
課
（
市
役
所
４
階

21
番
窓
口
）
で
も
受
け
付
け
。

問
こ
ど
も
育
成
課
（
内
線
２
９
２

～
２
９
４
）

ひ
と
り
親
家
庭
の

親
な
ど
の
た
め
の

就
業
支
援
講
習
会

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
試
験
対
策
講
座

と
き　
７
月
27
日
㈯
、８
月
３
日

㈯
、
10
日
㈯
、
17
日
㈯
、
24
日
㈯
、

31
日
㈯
、い
ず
れ
も
午
前
10
時
～

午
後
４
時
（
全
６
回
）

と
こ
ろ　
大
阪
府
立
母
子
・
父
子

福
祉
セ
ン
タ
ー（
大
阪
市
東
成
区

中
道
一
丁
目
３
の
59
）

定
員　
20
人

受
講
料　
６
０
０
０
円

申
し
込
み　
６
月
27
日
㈭
（
必

着
）
ま
で
に
、
大
阪
府
立
母
子
・

父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
登
録
フ
ォ
ー
ム
ま
た
は
往
復

は
が
き
に
、
希
望
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
職
業
、

電
話
番
号
（
自
宅
・
携
帯
）、
志

望
動
機
、過
去
に
同
セ
ン
タ
ー
で

受
講
し
た
講
座
、
W
i
‐
F
i

環
境
の
有
無
、保
育
希
望
者
は
子

ど
も
の
氏
名
・
年
齢
（
対
象
は
２

歳
か
ら
就
学
前
ま
で
）
を
記
入
し
、

〒
５
３
7
・
0
0
2
5
大
阪
市
東

成
区
中
道
一
丁
目
３
の
59　
大
阪

府
立
母
子
・
父
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

〔
☎
０
６（
６
７
４
８
）０
２
６
３
〕へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

日曜窓口業務休止の
お知らせ

７月21日㈰、28日㈰

　
同
給
付
金
に
つ
い
て
は
現
在
準

備
中
で
す
。

　
詳
し
く
は
７
月
号
広
報
で
、
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

※
こ
れ
ま
で
に
市
非
課
税
世
帯
緊

急
支
援
給
付
金（
追
加
分
）「
７
万

円
」や
富
田
林
市
定
額
減
税
補
足

給
付
金（
均
等
割
の
み
課
税
給
付

分
）「
10
万
円
」の
対
象
と
な
っ
た
世

帯
は
こ
の
給
付
金
の
対
象
外
で
す
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線
２

７
６
、２
７
５
）

こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
を

試
行
実
施
し
ま
す

７
月
１
日
㈪
～
、
若
葉
保
育
園
で

定額減税補足給付金	 	
（調整給付）について
　定額減税しきれないと見込まれる人にそ
の差額を給付します。対象者には、市から
個別に通知を行います。
対象者　定額減税対象者で、所得税と個人
住民税所得割額の両方もしくはいずれかが
課税で、納税義務者および配偶者を含めた
扶養親族に基づき算定される定額減税可能
額が令和６年分推計所得税額または令和６
年度分個人住民税所得割額を上回る人。
※納税義務者本人の合計所得金額が1805
万円を超える人は対象外です。
　申請時期や給付時期などは決まり次第、
市ウェブサイトなどで随時お知らせします。
問市定額減税調整給付金コールセンター〔☎
０１２０（５２８）０５４〕（６月３日㈪に開設予定。）

新
た
に
住
民
税
が
非
課

税
・
均
等
割
の
み
課
税

と
な
る
世
帯
へ
の
給
付

金
に
つ
い
て

　
庁
舎
建
て
替
え
に
伴
う
工
事
の

た
め
、
次
の
日
程
で
日
曜
窓
口
業

務
が
休
止
と
な
り
ま
す
。

と
き　
７
月
21
日
㈰
、28
日
㈰

　
日
曜
窓
口
業
務
休
止
に
伴
い
、

誠
に
恐
れ
入
り
ま
す
が
、次
の
サ
ー

ビ
ス
が
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

①
各
種
証
明
書
の
交
付
（
住
民
票

の
写
し
・
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど
）

②
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り

※
右
記
日
程
に
パ
ス
ポ
ー
ト
の
受

け
取
り
を
ご
希
望
の
人

は
、
府
パ
ス
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
へ
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
３
１
、 

１
３
２
）、課
税
課（
内
線
１
１
２
）、

収
納
管
理
課
（
内
線
１
２
４
）
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市職員採用資格試験　令和６年10月採用 問人事課（内線 323、551）

試験職種 受験資格 採用
人数

事
務
職

上
級

障がい者枠（※１） 昭和59年４月２日
以降に生まれた人

学校教育法による大学（短期大学を除く）を卒業した人、またはこれと同等の
資格がある人（※３）

３人
程度一般枠（※２）

ー 手話通訳士（※２） 昭和49年４月２日
以降に生まれた人

手話通訳士の資格を有する人、または都道府県で手話通訳者として登録してい
る人

１人
程度

技
術
職

初
級 土木（※２） 平成６年４月２日

以降に生まれた人
土木施工管理技術検定における指定学科を卒業した人（ただし、土木上級の受
験資格を有する人は除く）

３人
程度上

級

土木A（※２）

昭和49年４月２日
以降に生まれた人

①１級（２級）土木施工管理技士資格を有する人、または技術士(建設部門)の
資格を有する人、または技術士補（建設部門）の資格を有する人、②学校教育
法による大学（短期大学を除く）において土木を専攻する学部・学科を卒業し
た人、もしくはこれと同等の資格がある人（※３）（①または②の要件を満たす人）

土木B（※２）

①１級（２級）土木施工管理技士資格を有する人、または技術士(建設部門)の
資格を有する人、または技術士補（建設部門）の資格を有する人、②学校教育
法による大学（短期大学を除く）において土木を専攻する学部・学科を卒業した人、
もしくはこれと同等の資格がある人（※３）で、③国、地方自治体で勤務経験、
実績のある人（①または②の要件を満たし、かつ③の要件を満たす人）

保健師（※２） 昭和59年４月２日
以降に生まれた人 保健師免許を取得済みの人 ２人

程度

保育士（※２） 平成６年４月２日
以降に生まれた人

保育士（府地域限定保育士を含む）資格および幼稚園教諭普通免許を取得済みの
人

２人
程度

※１　申込時点で、身体障がい者手帳、療育手帳、精神障がい者保健福祉手帳のいずれかの手帳の交付を受けている人
※２　普通自動車運転免許を取得済みであるか、令和６年９月 30日㈪までに取得見込みの人
※３　大学院に入学できる人など、本市職員採用選考委員会が同等の資格があると認める人
申込書の交付　５月 30日㈭～６月 14日㈮に（土・日曜日を除く、午前９時～午後５時 30分）人事課、金剛連絡所で交付。
※右図からもダウンロードできます。
申し込み　次の①と②両方の手続きをしてください
①６月７日㈮までに、市ウェブサイトの「採用資格試験エントリーフォーム」に必要事項を入力し、エントリーしてください。
②申込書に必要事項を記入し、６月 14日㈮まで（土・日曜日を除く、午前９時～午後５時 30分）に、人事課へ提出（郵送可。６月７日
㈮の消印有効）
※テストセンター方式での試験となります。試験方法など詳しくは、実施要綱や市ウェブサイト（人事課のページ）をご覧ください。
※性別は問いません。また、日本国籍を有しない人も受験できますが、従事できる職務に制限があります。

コンビニ交付を
ご利用ください

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用

し
た
証
明
書
の
「
コ
ン
ビ
ニ
交
付

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。　

　
各
種
証
明
書
が
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

で
窓
口
よ
り
便
利
で
お
得
に
取
得

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

取
得
で
き
る
証
明
書　

①
住
民
票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証

明
書
、
市
・
府
民
税
課
税
証
明
書

※
令
和
６
年
度
分
は
６
月
３
日
㈪

か
ら
取
得
可
能
。

②
戸
籍
謄
抄
本
、戸
籍
の
附
票
謄

抄
本（
本
籍
が
本
市
の
人
の
み
）

と
き　
①
午
前
６
時
30
分
～
午
後

11
時
、
②
月
～
金
曜
日
（
祝
日
を

除
く
）、午
前
９
時
～
午
後
５
時
30

分（
い
ず
れ
も
年
末
年
始
お
よ
び

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
日
を
除
く
）

と
こ
ろ　
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
が
設

置
さ
れ
て
い
る
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ

手
数
料　
２
０
０
円
（
戸
籍
謄
抄

本
は
３
５
０
円
）

※
令
和
９
年
３
月
31
日
㈬
ま
で
。

利
用
方
法　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
暗
証
番

号
（
利
用
者
証
明
用
４
桁
）
を
利

用
し
、
コ
ン
ビ
ニ
に
あ
る
マ
ル
チ

コ
ピ
ー
機
を
操
作
し
て
く
だ
さ
い
。

②
は
本
市
に
住
民
登
録
の
あ
る
人

は
す
ぐ
に
利
用
可
能
で
す
。
た
だ

し
、
本
市
以
外
に
住
民
登
録
の
あ

る
人
は
ご
利
用
前
に
多
機
能
端
末

機
も
し
く
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー

ダ
ー
を
装
備
し
た
パ
ソ
コ
ン
か
ら

「
ご
利
用
登
録
の
手
続
き
」を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
本
市
で
本
人

と
戸
籍
デ
ー
タ
の
登
録
作
業
が
完

了
し
た
後
、
利
用
可
能
と
な
り
ま

す
。

※
一
部
発
行
で
き
な
い
証
明
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課（
内
線
１
３
１
、１

３
４
）、
課
税
課
（
内
線
１
１
１
）
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本
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る
研
修
会

な
ど
に
個
人
で
参
加
す
る
場
合
、

ま
た
は
グ
ル
ー
プ
で
男
女
共
同
参

画
に
関
わ
る
講
座
な
ど
の
企
画
や

学
習
、
出
版
な
ど
の
自
主
活
動
を

す
る
場
合
に
、
そ
の
経
費
の
一
部

を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
中
に
実
施
す
る
研

修
会
や
事
業
な
ど
が
対
象
で
、
申

請
に
は
研
修
会
へ
の
受
講
予
定
表

や
事
業
計
画
書
な
ど
を
事
前
に
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
Tと

ん

ぱ

る

O
N
P
A
L
（
多
文
化
共
生

・
人
権
プ
ラ
ザ
）〔
☎

(24)
０
５
８
３
〕

ご利用ください！
男女共同参画活動
助成金

　
男
女
が
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
関
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と
能

力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
理
解
を
深

め
る
た
め
、「
男
女
共
同
参
画
週

間
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
だ
れ
も
が

ど
れ
も
選
べ
る
社
会
に
」
で
す
。

　
本
市
で
は
、
こ
の
週
間
に
合
わ

せ
て
「
女
性
の
た
め
の
特
設
電
話

相
談
」
を
実
施
し
た
り
、
男
女
共

同
参
画
に
関
す
る
資
料
を
人
権
・

市
民
協
働
課
、
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ
（
Tと

ん

ぱ

る

O
N
P
A
L

（
多
文
化
共
生
・
人
権
プ
ラ
ザ
）内
）

で
無
料
配
布
し
た
り
し
ま
す
。

　
ま
た
、
中
央
・
金
剛
図
書
館
で

も
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
本
な

ど
を
集
め
た
特
設
コ
ー
ナ
ー
を
設

置
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
週
間

～
28
日
㈮
に
「
女
性
の
た
め
の
特
設
電
話
相
談
」
を
実
施
～

女
性
の
た
め
の
特
設
電
話
相
談

　
配
偶
者
や
恋
人
、
家
族
、
職
場

の
人
間
関
係
、
身
体
や
性
に
関
す

る
こ
と
、
自
分
自
身
の
生
き
方
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
悩
み
に

つ
い
て
、
女
性
相
談
員
が
お
聴
き

し
ま
す
。

　
匿
名
で
相
談
で
き
ま
す
の
で
、こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

電
話
番
号　
〔
☎

(23)
０
５
６
７
〕

と
き　
６
月
28
日
㈮
、
午
前
10
時

～
午
後
８
時

問
Tと

ん

ぱ

る

O
N
P
A
L
（
多
文
化
共
生

・
人
権
プ
ラ
ザ
）〔
☎

(24)
０
５
８
３
〕

６
月
23
日
～
29
日

T
と

ON
ん

P
ぱ

AL
る

（多文化共生・人権プラザ）	
オープニングイヤーイベント　	
　「多文化共生」、「多様性を認め合うこと」、

「平和」をテーマにした、子どもから大人
まで楽しめる、一人芝居音楽劇を行います。
とき　６月29日㈯、午後２時30分～４時
30分（午後２時開場）
ところ　TONPAL　
内容　谷ノ上 朋美さんの一人芝居音楽劇　

「人魚姫…の娘。」
定員　60人　
費用　無料
申し込み　６月６日㈭～、TONPAL〔☎
(24)0583〕へ（申し込み先着順、電話申し
込み可）

６
月
は
「
職
業
差
別
撤
廃
月
間
」	

～
し
な
い　
さ
せ
な
い　
職
業
差
別
～

　

就
職
の
面
接
で
、本
人
や
家
族

の
出
身
地
や
職
業
、思
想
、信
条
な

ど
に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と
は
、本

人
に
責
任
の
な
い
事
項
や
本
来
自

由
で
あ
る
べ
き
事
項
で
応
募
者
を

判
断
す
る
こ
と
に
な
り
、
就
職
差

別
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

就
職
の
機
会
均
等
を
保
障
す
る

こ
と
の
大
切
さ
に
つ
い
て
、
皆
さ

ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
就
職
差
別
１
１
0
番

　

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
、採
用

面
接
時
な
ど
の
差
別
に
つ
い
て
の

相
談
を
受
け
付
け
る
と
と
も
に
、

関
係
機
関
の
紹
介
な
ど
を
し
ま
す
。

と
き　

６
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）、午
前
９

時
30
分
～
午
後
５
時
30
分
に
、府

雇
用
推
進
室〔
☎
０
６(

６
２
１
０) 

９
５
１
８・

koseisaiyo@
gbo

x.pref.osaka.lg.jp

〕へ

※
メ
ー
ル
で
の
相
談
は
、
６
月
中

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

11

役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037

広報とんだばやし2024年６月号



Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！
　4月18日、 南 河 内 ６
市 の 首 長 が、（ 公 社 ）
2025日本国際博覧会協
会を訪問し、協会事務総
長の石毛 博之さんをは
じめ事務局の皆さまと大
阪・関西万博に向けた機

　４月22日、「第４回 C
チ ャ

HA-
L

レ ン ジ

LENGE C
コ ー ヒ ー

OFFEE B
バ リ ス

ARIS-
T

タ

A」全国チャンピオンシッ
プ大会に府内で初めて出場
する社会福祉法人桃花塾

「ももカフェクラブ」のメン
バーの皆さんが表敬訪問さ
れました。

　５月７日、令和６年
度憲法記念日知事表彰
を受賞された、石田 
靜男さん、島﨑 義彦
さんが受賞報告に来庁
されました。

運醸成のための連携について意見交換会を行いました。

　５月15日、令和６
年度憲法記念日知事表
彰を受賞された、武田
一さんが受賞報告に来
庁されました。

「親子平和の旅」	 	
の参加者募集
～広島平和記念式典に
親子で参加しませんか～

沖
縄
「
慰
霊
の
日
」
死
没

者
の
慰
霊
と
平
和
祈
念
の

黙
と
う
を

　
６
月
23
日
は
、
沖
縄
戦
で
旧

日
本
軍
の
組
織
的
な
戦
闘
が
終

わ
っ
た
日
で
す
。沖
縄
戦
な
ど
の

犠
牲
者
へ
の
哀
悼
の
意
を
表
し
、

世
界
恒
久
平
和
を
願
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
、
職
場
な
ど
で
黙

と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　
６
月
23
日
㈰
、
正
午

問
人
権
・
市
民
協
働
課
（
内
線

４
７
２
）

　
非
核
平
和
事
業
の
一
環
と
し
て
、

若
い
人
た
ち
に
戦
争
の
悲
惨
さ
や

核
兵
器
の
非
人
道
性
を
伝
え
、
非

核
平
和
の
願
い
を
広
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、
毎
年
市
民
の
代
表
と
し

て
広
島
平
和
記
念
式
典
に
親
子
で

参
列
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

と
き　
８
月
５
日
㈪
～
６
日
㈫

と
こ
ろ
・
内
容　
広
島
平
和
記
念

式
典
へ
の
参
列
、
広
島
平
和
記
念

資
料
館
の
見
学
な
ど

※
参
加
後
、
感
想
文
（
原
稿
用
紙

２
枚
程
度
）
を
提
出
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
宿
泊
費
と
広
島
市
ま
で
の
交
通

費
（
往
復
）
は
市
が
負
担
し
ま
す
。

対
象
者　
市
内
在
住
で
親
子
平
和

の
旅
に
初
め
て
参
加
す
る
小
学
５

年
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者　定
員　
１
組
２
人　

申
し
込
み　
６
月
28
日
㈮
（
消
印

有
効
）
ま
で
に
、
応
募
フ
ォ
ー
ム

ま
た
は
は
が
き
、
メ
ー
ル
に
、
住

所
、
参
加
者
２
人
の
氏
名
・
年
齢

（
学
年
）、
電
話
番
号
、
参
加
に
あ

た
っ
て
の
抱
負
を
記
入
し
、
〒

５
８
４・
８
５
１
１
常
盤
町
１
の

１　

人
権
・
市
民
協
働
課
（
内

線
４
７
４
）〔

jinken@
city.

tondabayashi.lg.jp

〕「
親
子
平

和
の
旅
」
係
へ
（
１
家
族
に
つ
き

１
件
ま
で
、
申
し
込
み
多
数
の
場

合
抽
選
）

　
市
政
に
関
し
て
、
建
設
的
な
意

見
や
提
案
、
ア
イ
デ
ア
な
ど
を
市

長
に
直
接
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　
6
月
30
日
㈰
、午
前
10
時
～

（
１
組
当
た
り
30
分
）

と
こ
ろ　
市
役
所

対
象
者　
市
内
在
住・在
勤・在
学

の
人
を
含
む
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

定
員　
２
組（
各
組
最
大
５
人
ま
で
）

申
し
込
み　
６
月
17
日
㈪
ま
で
に
、

市
役
所
２
階
都
市
魅
力
課
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
課（
内
線
１
８
４
）へ

（
申
し
込
み
多
数
の
場
合
抽
選
）

※
申
込
書
は
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
（
市
長
の
部
屋

の
ペ
ー
ジ
）か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

市
長
と
語
ろ
う
！

わ
が
ま
ち
富
田
林

（石毛 博之さん写真中央）
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６
月
は
環
境
月
間
で
す

　
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環

と
し
て
、ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ

プ
な
ど
の
経
済
運
転
の
推
進
や
、

環
境
性
能
に
配
慮
し
た
低
公
害
車

や
電
動
自
転
車
を
導
入
す
る
な
ど

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。　

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
マ
イ
カ
ー
の

使
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
ア
イ
ド
リ

ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
」、「
毎
月
20
日
は

ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
」の
取
り
組

み
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。　

　

ま
た
、買
い
物
の
際
に
は
エ
コ

バ
ッ
ク
を
持
参
し
た
り
、マ
イ
ボ

ト
ル
を
携
帯
す
る
こ
と
で
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
削
減
に
繋つ

な

げ
た
り
す
る

と
い
う
、ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
、

ご
み
の
量
と
二
酸
化
炭
素
の
排
出

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
、

１
７
１
）

３
キ
リ
運
動
に
ご
協
力
を

　
ご
み
の
減
量
化
の
た
め
、「
３
キ

リ
運
動
」に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

①
生
ご
み
の
水
切
り
（
生
ご
み
を

出
す
前
に
水
切
り
）

②
食
材
の
使
い
切
り
（
買
っ
た
食

材
を
使
い
切
る
）

③
料
理
の
食
べ
切
り
（
食
べ
残
し

を
し
な
い
）

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
４
４
～

１
４
６
）

光
化
学
ス
モ
ッ
グ

に
ご
注
意
を

　
近
年
、南
河
内
地
域
で
は
、光
化

学
ス
モ
ッ
グ
の
予
報
・
注
意
報
と
も

発
令
回
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。晴

天
で
日
差
し
が
強
く
、気
温
が
高
く
、

風
の
弱
い
日
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
「
目
が
チ
カ
チ
カ
す
る
」「
喉
が

痛
い
」
な
ど
の
刺
激
を
感
じ
た
人

は
洗
顔
や
う
が
い
を
し
、
富
田
林

保
健
所〔
☎
(23)
２
６
８
１
〕へ
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
府
の
防
災
情
報
メ
ー
ル

で
発
令
情
報
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
（

touroku@
osaka-bo

usai.net

へ
空
メ
ー
ル
を
送
信
す

る
と
登
録
で
き
ま
す
）。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
３
９
、

１
７
１
）

住
宅
用
脱
炭
素
化
機
器

等
導
入
促
進
助
成
金
の

ご
利
用
を

　
本
市
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

と
未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
市
内
に
自
ら
が

所
有
ま
た
は
居
住
す
る
住
宅
な
ど

に
、
下
記
設
備
を
設
置
し
た
経
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
設
備
・
補
助
金
額　

下
表
の
と
お
り

対
象
者

■
自
ら
が
所
有
ま
た
は
居
住
す
る

市
内
の
住
宅
（
集
合
住
宅
を
除
く
）

に
対
象
設
備
を
設
置
し
た
人（
対
象

設
備
を
設
置
す
る
住
宅
が
補
助
対

象
者
の
所
有
で
な
い
場
合
は
、所
有

者
の
設
置
承
諾
を
得
て
く
だ
さ
い
）

■
市
内
に
対
象
設
備
付
き
住
宅
を

購
入
し
た
人

※
い
ず
れ
も
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で

に
対
象
設
備
を
設
置
し
た
人
に
限

り
ま
す
。

補助対象設備 規格など 補助金額

太陽光発電
システム

住宅の屋根などへの設置に適した、太陽電
池の最大出力が 10kW 未満のもの

１機３万
円まで

家庭用　
燃料電池

（一社）燃料電池普及促進協会が家庭用燃料
電池システムとして指定している機器

リチウム　
イオン電池

定置型であり、蓄電容量が１kWh 以上、か
つ日本産業規格、またはこれと同等である
と市長が認める規格に適合しているもの

※
い
ず
れ
も
市
税
の
滞
納
が
な
い

人
に
限
り
ま
す
。

申
し
込
み　
６
月
10
日
㈪
～
令
和

７
年
３
月
31
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
午
前
９

時
～
午
後
５
時
30
分
）
に
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必

要
書
類
を
添
付
し
て
環
境
衛
生
課

（
内
線
１
３
９
、１
７
１
）
へ
持
参

※
申
込
用
紙
お
よ
び
申
込
要
領
は

環
境
衛
生
課
窓
口
で
配
布
、（
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
環
境
衛
生
課
の

ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

で
き
ま
す
）。

※
詳
し
く
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

環境について
考えよう

大阪府子ども食費	 	
支援事業（第３弾）
　大阪府では、府内に住んでいる18
歳以下の子どもや妊婦を対象に食費支
援（お米クーポンまたはその他食料品
を給付）を実施しています。
　給付を受けるためには申請手続きが
必要です。
　詳しくは、府ウェブサイト（同支援
事業特設サイトのページ）をご覧くだ
さい。
申し込み　６月３日㈪～９月２日㈪
に、府ウェブサイト〔https://www.osa 
ka-kodomoshien.com〕から申し込み
問府子ども食費支援事業コールセン
ター〔☎0120（479）208〕
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地
域
防
災
マ
ッ
プ
の	

作
成
を
支
援
し
ま
す

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
調
査
し
た
町

会
（
自
治
会
）
な
ど
の
地
域
内
の

危
険
箇
所
や
近
隣
の
待
避
場
所
な

ど
の
情
報
を
地
図
に
記
入
し
て
も

ら
い
、
そ
れ
を
も
と
に
地
域
防
災

マ
ッ
プ
を
作
成
し
ま
す
。
作
成
し

た
マ
ッ
プ
は
世
帯
数
分
印
刷
し
、

デ
ー
タ
と
と
も
に
皆
さ
ん
に
お
渡

し
し
ま
す
。

　
同
事
業
は
、
平
成
24
年
度
か
ら

実
施
し
、
こ
れ
ま
で
に
90
団
体
に

作
成
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
団
体　
町
会（
自
治
会
）、

ま
た
は
町
会（
自
治
会
）な
ど
を
含

む
複
数
の
団
体
で
構
成
す
る
連
合

体※
規
模
の
小
さ
い
町
会（
自
治
会
）

に
つ
い
て
は
、隣
接
町
会（
自
治

会
）と
合
同
で
の
作
成
を
ご
検
討

く
だ
さ
い
。

※
過
去
に
こ
の
補
助
を
受
け
て
防

災
マ
ッ
プ
を
作
成
し
た
こ
と
の
あ

る
団
体
は
対
象
外
で
す
。

申
し
込
み　
６
月
３
日
㈪
～
７
月

12
日
㈮
に
、
危
機
管
理
室
（
内
線

９
５
０
３
）
へ　

※
８
月
に
作
成
支
援
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

※
地
域
防
災
マ
ッ
プ
の
完
成
は
令

和
7
年
３
月
ご
ろ
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

防
災
情
報
音
声
案
内	

サ
ー
ビ
ス
の
ご
利
用
を

　
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
防
災
無
線
か

ら
放
送
し
て
い
る
防
災
情
報
の
内

容
を
電
話
で
確
認
で
き
る
も
の
で

す
。
防
災
無
線
の
放
送
が
聞
き
取

り
に
く
い
場
合
な
ど
に
ご
活
用
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
こ
の
電
話
は
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
で
通
話
料
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
た
だ
し
、
緊
急
情
報
の
放
送

で
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

電
話
番
号〔
☎
０
８
０
０（
８
０
５
）

５
６
５
３
〕（
固
定
電
話
・
携
帯
電

話
共
通
）

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
３
）

地
域
防
災
訓
練
補
助
金
の

活
用
を

　
本
市
で
は
地
域
防
災
力
の
強
化

を
支
援
す
る
た
め
、
小
学
校
区
単

位
で
実
施
す
る
防
災
訓
練
に
対
し

て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
、
地
域

ぐ
る
み
で
災
害
時
の
対
応
を
身
に

付
け
ま
し
ょ
う
。

補
助
対
象
事
業　
小
学
校
区
単
位

で
実
施
す
る
避
難
訓
練
、消
火
訓

練
、救
急
救
助
訓
練
な
ど
の
防
災

訓
練

補
助
対
象
団
体　
１
小
学
校
区
内

の
複
数
の
町
会
（
自
治
会
）
に
よ

る
連
合
体
、
ま
た
は
町
会
（
自
治

会
）
を
含
む
複
数
の
団
体
で
構
成

す
る
連
合
体

補
助
金
額　
上
限
10
万
円
、
１
団

体
に
つ
き
年
１
回

申
し
込
み　
危
機
管
理
室
（
内
線

９
５
０
３
）
へ

※
交
付
に
は
、
所
定
の
手
続
き
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
事

前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第８回富田林市耐震セミナー	
「住まいの耐震・リフォームの講
演会と相談会」
　大規模な地震に備えるため、住まい
の耐震化は急務の課題です。耐震化・
リフォームをお考えなら、ぜひご参加
ください。
とき　７月３日㈬、①講演会＝午前
10時30分～11時45分、②個別相談
会＝午前９時45分～10時15分、11
時45分～午後０時45分
ところ　すばるホール
定員　各50人　費用　無料
申し込み　６月６日㈭、午前10時～、
電話で、NPO 法人『人・家・街安全
支援機構』〔☎0120(263)150〕へ（申
し込み先着順）

６月２日～８日は危険物安全週間
　ガソリン、灯油などの燃料をはじめ、塗料などは、火災や爆
発の危険性が高く、取り扱いを誤ると、多くの生命や財産を一
瞬にして奪ってしまいます。
《令和６年度標語》　次世代へ つなごう無事故と 青い地

ほ

球
し

　危険物への理解を深め、取り扱いには十分注意してください。
問大阪南消防局保安課〔☎072(958)9929〕

自
主
防
災
組
織
を
結
成

し
ま
し
ょ
う

　

自
主
防
災
組
織
は
、「
自
分
た

ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」

と
い
う
、
地
域
住
民
の
強
い
信
念

と
連
帯
感
に
基
づ
い
て
、
自
主
的

に
結
成
す
る
防
災
組
織
で
、
現
在
、

市
内
に
80
団
体
あ
り
ま
す
。

　
災
害
に
強
い
地
域
を
作
る
た
め

に
自
主
防
災
組
織
を
結
成
し
ま

し
ょ
う
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
結
成

や
活
動
に
は
、
若
い
世
代
を
含
め

た
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
「
力
」
が

必
要
で
す
。
積
極
的
な
参
加
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
１
６
）

災
害
へ
の
備
え
の
ご
確
認
を
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新たに７商品を認定

　
３
月
21
日
、
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド

認
定
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
新
た

に
次
の
７
商
品
が
富
田
林
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

・
万
里
春
麦
酒
（
万
里
春
酒
造
株

式
会
社
）

・馬
蹄
釘（
ミ
ズ
ホ
工
業
株
式
会
社
）

・
ピ
ュ
ア
ト
マ
ト
ス
ム
ー
ジ
ー（（
一

社
）農
と
暮
ら
し
の
研
究
く
ら
ぶ
）

・
富
田
林
産
え
び
芋
シ
リ
ー
ズ（
開

屋
本
舗
株
式
会
社
）

・
富
田
林
産
ハ
ー
ブ
加
工
品（Sun

shine G
arden

）

・
富
か
つ
®（
シ
ョ
ウ
エ
イ
フ
ー
ズ

株
式
会
社
）

・富
田
林
パ
イ（
有
限
会
社
ヤ
マ
オ
）

●
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
の
販
売
コ
ー

ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
富
田
林
ブ
ラ
ン
ド
認
定
商
品
の

一
部
を
集
め
た
販
売
コ
ー
ナ
ー
が
、

き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
に
あ
り

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
富
田
林
ブ

ラ
ン
ド
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
き
ら
め
き
フ
ァ
ク
ト
リ
ー〔
☎

(24)

５
５
０
０
〕

　
市
内
で
創
業
を
考
え
て
い
る
人
を

対
象
に
、同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

す
。全
日
程
を
受
講
し
て
証
明
書
を

発
行
さ
れ
た
人
は
、創
業
の
際
に
優

遇
措
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　
６
月
27
日
㈭
、
７
月
4
日

㈭
、
11
日
㈭
、
25
日
㈭
、
い
ず
れ

も
午
後
２
時
～
４
時
（
全
４
回
）

と
こ
ろ　
富
田
林
商
工
会

定
員　
20
人

申
し
込
み　
６
月
６
日
㈭
～
、
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
で
、富
田
林
商
工
会

〔
FAX
(25)
９
０
０
９
〕
へ
（
申
し
込
み

先
着
順
）  

※
申
込
用
紙
は
右
図
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
商
工
観
光
課
（
す
ば
る
ホ
ー
ル

４
階
）
で
も
受
け
付
け
。

問
富
田
林
商
工
会〔
☎
(25)
１
１
０
１
〕、

商
工
観
光
課
（
内
線
４
８
１
）

第２回
創業支援	セミナー
参加者募集

認可保育施設の用地として活用を	
希望する土地の情報を募集
　本市では、認可保育施設用地としての活
用を希望する土地情報を募集しています。
集約した土地情報は、認可保育施設の設置
や運営を希望する事業者に提供します。
■応募条件
・本市に土地を所有し、事業者に土地を譲渡
または貸与することができる個人または法人
・市税の滞納がない個人または法人　
※詳しくはお問い合わせください。
■募集要項・申請方法
　こども育成課で配布しています。
また、市ウェブサイト（こども育
成課のページ）でもダウンロードできます。
　物件情報の登録または閲覧を希望する場
合は事前に同課へご相談ください。
問こども育成課（内線282、290）

農
家
が
本
気
で
作
っ
た
農
業
塾
で

新
規
就
農
を
め
ざ
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
毎
週
土
曜
日
の
「
基
礎
研
修
」

で
植
付
け
、
雑
草
管
理
、
収
穫
ま

で
を
体
験
し
な
が
ら
、栽
培
方
法・

管
理
技
術
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　
毎
月
１
回
程
度
の
座
学
や
販
売

体
験
（
金
剛
マ
ル
シ
ェ
）
に
も
任

意
参
加
で
き
、「
農
家
研
修
」
で

は
24
人
の
受
け
入
れ
農
家
の
圃ほ

場じ
ょ
う

で
リ
ア
ル
な
作
業
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
農
家
が
運
営
す
る
塾
だ
か
ら
こ

そ
、「
農
業
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿
」

を
経
験
す
る
機
会
が
豊
富
に
あ
り

ま
す
。

研
修
期
間　
８
月
24
日
㈯
～
令
和

７
年
８
月
上
旬
（
１
年
間
）

定
員　
20
人　

受
講
料　
24
万
２
０
０
０
円

申
し
込
み　
６
月
30
日
㈰
ま
で
に
、

右
下
図
の
エ
ン
ト
リ
ー
フ
ォ
ー
ム

か
ら
必
要
事
項
を
記
入
し
て
応
募

問
同
農
業
塾
事
務
局
〔
☎
０
５
０

（
３
０
３
３
）
２
３
１
４
〕

第
４
期
生
を
募
集

15

役所　☎ 0721(25)1000・FAX 0721(25)9037
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還付金詐欺に		
ご注意ください

 　
富
田
林
警
察
署
管
内
で
は
、役

所
や
年
金
事
務
所
な
ど
の
職
員
を

騙か
た

り
、「
医
療
費
や
保
険
料
な
ど
の

還
付
金
が
あ
り
ま
す
の
で
、
Ａ
Ｔ

Ｍ
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と

電
話
を
掛
け
携
帯
電
話
機
を
使
用

し
て
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
方
法
を
指

示
し
て
現
金
を
騙
し
取
る
手
口
の

還
付
金
詐
欺
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　
銀
行
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ス
ー
パ
ー

な
ど
、
ど
こ
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
も
お
金

が
返
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
は
絶

対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
A
T
M
で
医
療
費
や
保
険
料

な
ど
を
返
金
し
ま
す
」
は
詐
欺
で

す
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
れ
ば
、

直
ち
に
切
断
し
て
警
察
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

問
富
田
林
警
察
署〔
☎

（25）
１
２
３
４
〕

市
表
彰
候
補
者		

「
善
行
賞
」の
推
薦
を

　

毎
年
11
月
３
日「
文
化
の
日
」

に
市
表
彰
式
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
地
域
に
お
い
て
永
年（
お
お
む
ね

10
年
以
上
か
つ
、日
常
的
に
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
）に
わ
た
り
善
行
美
徳

の
行
為
が
あ
り
、他
の
市
民
の
模
範

に
な
る
と
思
わ
れ
る
個
人
ま
た
は

団
体
が
あ
る
場
合
は
、地
域
の
町
総

代
ま
た
は
、人
権
・
市
民
協
働
課
ま

で
ご
推
薦
く
だ
さ
い
（
他
薦
の
み
）。

タイプ 広さ
（㎡）

募集
区画

永代使用料
（角地以外）

維持費
（10年分）

A ２ 34 区画 86 万円 ４万円
B ３ 25 区画 129 万円 ６万円
C ４ 16 区画 172 万円 ８万円
D ６ ３区画 258 万円 12 万円

防犯灯補助金制度をご利用ください
　安全で安心して暮らせるまちづくりの実現のた
め、町会（自治会）などが設置・維持管理する防
犯灯に対して、新設および維持管理費用の一部を
補助しています。
補助対象団体　町会（自治会）などの防犯灯管理団体
※防犯灯を新設する場合は、必ず事前に申請して
ください。工事着工後の申請は補助対象となりま
せんので、ご注意ください。
※器具の新設および取り替えに対する補助率や補
助金額の上限などは下表をご覧ください。

問危機管理室（内線9504）

防犯灯補助金額
器具の新設および取り替えに対する
補助率

対象経費の 
1/2

器具の新設に対する補助金額の上限（１灯当たり）
LED タイプ ２万 2000 円
LED タイプ以外 １万 5000 円
ポール ２万 5000 円
器具の取り替えに対する補助金額の上限（１灯当たり）
LED タイプ １万 6000 円
LED タイプ以外で 20w 以下 6000 円
LED タイプ以外で 20w を超えるもの １万 1000 円
維持管理費の補助（１灯当たり、年額）
10w 以下の消費電力分 1700 円
10w を超え 20w 以下の消費電力分 2100 円
20w を超える消費電力分 2400 円

　
同
霊
園
の
追
加
空
き
区
画
の
使

用
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
区
画　
右
表
の
と
お
り

現
地
見
学　
６
月
１
日
㈯
～
15
日

㈯
、
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

（
当
日
直
接
、
同
霊
園
へ
）

申
し
込
み　
６
月
16
日
㈰
、
午
前

９
時
～
９
時
30
分
に
、
市
役
所
地

下
９
０
２
会
議
室
へ
（
申
し
込
み

多
数
の
場
合
抽
選
）

※
な
お
、
抽
選
終
了
後
の
空
き
区

画
に
つ
い
て
は
17
日
㈪
、
午
前
９

時
～
、
環
境
衛
生
課
で
順
次
受
け

付
け
ま
す
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
４
７
、

１
４
９
）

富田林霊園の利用者を募集

生
垣
や
庭
木
な
ど
の	

	

適
切
な
管
理
を

　
生
垣
や
庭
木
な
ど
の
緑
が
伸

び
す
ぎ
て
道
路
に
は
み
出
す
と
、

通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
交
差
点
の
見
通
し
が
悪
く

な
っ
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を

隠
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る
な
ど

し
て
、
思
わ
ぬ
事
故
の
原
因
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
敷
地
内
の
生
垣
や
庭
木
な
ど

は
、所
有
者
で
適
切
に
管
理
し
、

安
全
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
道
路
公
園
課（
内
線
４
１
２
、

４
１
４
）

推
薦
方
法　
所
定
の
様
式
に
、必

要
事
項
を
記
入
し
、６
月
28
日
㈮
ま

で
に
人
権
・
市
民
協
働
課（
す
ば
る

ホ
ー
ル
４
階
）へ
持
参（
郵
送
不
可
）

※
様
式
は
、
人
権
・
市
民
協
働
課

で
配
布（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人

権
・
市
民
協
働
課
の
ペ
ー
ジ
）か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

問
人
権
・
市
民
協
働
課（
内
線
４

７
３
、４
７
０
）
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さあ今こそ「がん検診！」～本市で受けられる５つのがん検診～

　令和６年度のがん検診を受けられる対象や検査方法、内容など詳しくは、４月号広報に折り込み
の「令和６年度保健事業案内」をご覧いただくか、お問い合わせください。

令和７年３月 31 日㈪まで
保健センターまたは実施医療機関　※保健センターの検診（がんミニドック（胃・肺・大腸がん検診）・乳・

子宮がん検診）を予約する場合は、右上図からも申し込みできます。

胃がん 肺がん大腸がん 子宮がん乳がん

胃部X線検査 胸部 X線検査免疫便潜血反応
検査（検便）

頸
けい
部
ぶ
細胞診（医師が必要と

判断した場合のみ体部検診）
マンモグラフィ
（乳房X線検査）

　早期発見により治療を行うことで、死亡率を低下させることが科学的に証明されている検診を
無料で実施しています。ぜひご利用ください。

満40歳～ 満40歳～満40歳～ 20歳～40歳～

胃内視鏡検査（満50歳～）

無料

　

本
市
で
は
、「
地
域
課
題
の
解

決
」
や
「
地
域
の
活
性
化
」
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
地
域
で
活
動

す
る
市
民
の
自
主
的
・
自
発
的
な

取
り
組
み
に
対
し
、
補
助
金
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
補
助
対
象
事
業
や

対
象
団
体
な
ど
を
見
直
し
、本
制

度
の
拡
充
を
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ

ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

元
気
な
ま
ち
づ
く
り

モ
デ
ル
事
業
補
助
金
の
ご
利
用
を

～
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
プ
ラ
イ
ド
事
業
の
募
集
に
つ
い
て
～

申
し
込
み　
6
月
10
日
㈪
～
28
日

㈮
ま
で
に
、
人
権
・
市
民
協
働
課

（
す
ば
る
ホ
ー
ル
４
階
）で
配
布
す

る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

同
課
（
内
線
４
６
９
、４
７
３
）
へ

６月１日～７日はHIV検査普及週間
　富田林保健所では、無料・匿名でHIV検査を
受けることができます。また、HIV検査ととも
に、「梅毒」や「クラミジア」の検査もできます。
とき　毎月第１・３水曜日（祝日除く）、午後１
時30分～２時30分受付　※予約不要。
問富田林保健所〔☎ (23)2683〕

タイプ 対象団体 補助金額 補助率
①自由テーマ型

（団体などの自由な発想による自主的・自発
的な事業を支援） 主たる活動拠点を市内

に有し、構成員が５人
以上の団体

上限
20 万円

９/10
②協働事業推進型

（さまざまな団体が連携し、互いの強みを活
かして取り組む事業を支援）

上限
15 万円

③学生活動応援型
（学生や生徒が自主的に取り組む事業を支援）

大学・高校・中学校など
に通う学生および生徒で、
構成員が５人以上の団体 上限

10 万円 10/10

④スタート
アップ型

起ち上げ支援
（新たな市民公益活動団体
の起ち上げを支援）

主たる活動拠点を市内
に有し、構成員が５人
以上の団体（※１）

自立支援
（新たに設立された市民公
益活動団体が取り組む自
主的な事業を支援）

主たる活動拠点を市内
に有し、構成員が５人
以上の団体（※２）

上限
25 万円 ９/10

※全て市内で実施する新規事業が対象です。
※１　学生団体、町会・自治会の設立は対象外。
※２　団体の設立後、３年以内であること。

※
右
図
か
ら
提
出
も
可
能
で
す
。

※
申
請
書
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
人
権
・
市
民
協
働
課
の
ペ
ー
ジ
）

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。
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